
Ⅱ、 産業連関表の見方

産業連関表は縦と横二通りの見方をすることができます。それぞれからの見方を細かくみると以下の

ようになります。

① 縦の「列（費用構成）」からみる

表を縦からみると生産者である表頭の各産業が、生産のために投入した費用構成を示しています。

このうち、使用した原材料・サービスのことを「 」とよび、生産活動によって付け加えられた価中間投入

値のことを「 」といいます。また、 。粗付加価値 経済波及効果分析を行う際は縦で表を使用します

県内生産額＝中間投入＋粗付加価値額

＜粗付加価値を構成する各項目＞

家計外消費支出・・・福利厚生費、交際費、接待費などのような直接生産に結びつかない

企業の経費

雇用者所得・・・・・・・労働の報酬として支払われる現金、現物

営業余剰・・・・・・・・・個人事業主や家族従業者の所得を含む企業の利潤

資本減耗引当・・・・・減価償却費と資本偶発損（天災、事故等による不慮の損失）の合計

間接税・・・・・・・・・・・税法上損金算入が認められていて所得とならず、その負担が最終的購入者

へ転嫁されるもので、国税では消費税、酒税、たばこ税等、地方税では事業

税、固定資産税等

（控除）補助金・・・・・ 産業振興、市場価格の低下等の政策目的によって、給付される交付金
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